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5
年
前
と
比
較
す
る
と
減
少
し

て
は
い
ま
す
が
、
「
今
の
場
所
に

住
み
続
け
た
い
」
と
い
う
回
答
が

最
も
多
く
、
「
町
内
の
別
の
場
所

に
移
り
た
い
」
と
い
う
回
答
は
増

え
て
い
ま
す
。

　

今
の
場
所
か
ら
移
り
た
い
理
由

と
し
て
、
「
医
療
・
福
祉
」
「
交

通
」
「
買
い
物
」
「
老
後
の
生
活
」

を
心
配
す
る
回
答
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。

　

5
年
前
と
比
較
し
て
減
少
し
て

は
い
ま
す
が
、
「
健
康
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
」
を
望
む
回
答
が

最
も
多
く
、
「
観
光
・
交
流
の
町
」

「
便
利
で
快
適
に
暮
ら
せ
る
町
」

を
望
む
回
答
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

「
美
し
い
」
「
ふ
れ
あ
い
の
あ

る
」
「
郷
土
愛
の
あ
る
」
と
い
う

回
答
が
多
く
、
「
便
利
」
「
活
気

の
あ
る
」
「
知
名
度
の
あ
る
」
と

い
う
項
目
で
は
否
定
的
な
回
答
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

住
み
よ
さ
に
対
す
る
肯
定
的
な

回
答
が
否
定
的
な
回
答
を
上
回
り

ま
し
た
が
、
肯
定
的
な
回
答
の
割

合
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

満
足
度
の
高
い
分
野
と
し
て

「
自
然
環
境
」「
道
路
整
備
」「
交

通
安
全
」「
自
然
災
害
防
止
」「
ゴ

ミ
・
し
尿
処
理
」
「
下
水
道
・
排

水
路
整
備
」
「
水
道
整
備
」
「
公

的
住
宅
整
備
」
「
高
齢
者
・
障
が

　

第
6
次
中
川
町
総
合
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
行
政
に
対
す
る
意
識
と
意
見
を
伺
う
た
め
に
、
1
0
0
0
名
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
票
を
郵
送
し
、
3
5
2
名
の
方
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に
、
前
回
（
平
成
20
年
度
）
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
の
比
較
を
行
い
、
新
た
な
総
合
計
画
の
策
定
に

向
け
た
基
礎
資
料
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
、
設
問
ご
と
に
前
回
（
平
成
20
年
度
）
の
結
果
と
比
較
し
な
が
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

町
の
イ
メ
ー
ジ

第6次中川町総合計画
まちづくり町民アンケート結果

第6次中川町総合計画
まちづくり町民アンケート結果

町
の
住
み
よ
さ

町
の
状
況
の
変
化

今
後
の
住
居
の
意
向

将
来
の
町
に
望
む
姿

い
者
福
祉
」
「
保
育
所
・
学
校
整

備
」
が
、
満
足
度
の
低
い
分
野
と

し
て
「
買
い
物
の
便
」
「
地
域
経

済
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

5
年
前
と
比
較
し
て
「
道
路
整

備
」「
交
通
安
全
」「
除
雪
」「
下

水
道
・
排
水
路
整
備
」
「
公
的
住

宅
整
備
」
が
悪
化
し
た
と
い
う
回

答
が
増
え
て
い
ま
す
。



　

回
答
の
分
布
に
大
き
な
変
化
は

み
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
「
お
祭
り
な

ど
の
町
や
地
区
の
行
事
」
「
あ
い

さ
つ
や
親
切
に
心
が
け
る
明
る
い

ま
ち
づ
く
り
活
動
」
を
望
む
回
答

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

町
の
誇
り
と
し
て
「
化
石
」

「
自
然
」
「
天
塩
川
」
の
回
答
が

多
く
、
来
訪
者
を
案
内
す
る
場
所

と
し
て
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ

ン
タ
ー
」
「
温
泉
」
の
回
答
が
多

く
、
町
の
お
土
産
と
し
て
「
中
川

産
ウ
イ
ン
ナ
ー
」
「
中
川
ワ
イ
ン
」

「
山
菜
」
「
と
ら
や
の
お
菓
子
」

「
野
菜
」
の
回
答
が
多
く
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

次
号
で
は
、
審
議
会
に
よ
る

答
申
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2819
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参
画
し
た
い
地
域
活
動

町
の
誇
り
や
宝
な
ど

　

「
活
動
施
設
の
整
備
」
を
望
む

回
答
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

5
年
前
と
比
較
し
て
、
「
講
座

や
教
室
の
開
催
日
時
な
ど
の
改
善
」

「
指
導
員
の
増
員
な
ど
の
体
制
の

充
実
」
を
望
む
回
答
が
増
え
て
い

ま
す
。

　

「
カ
ヌ
ー
や
化
石
の
愛
好
者
な

ど
全
国
的
な
組
織
と
の
交
流
」

「
地
場
産
品
の
消
費
地
な
ど
の
消

費
者
と
の
交
流
」
を
望
む
回
答
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。

　

5
年
前
と
比
較
し
て
「
観
光
客

と
の
交
流
」
を
望
む
回
答
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

「
収
入
面
で
条
件
の
よ
い
仕
事

が
得
ら
れ
る
こ
と
」
を
望
む
回
答

が
今
回
も
前
回
も
多
く
、
「
経
験

や
技
術
を
活
か
せ
る
仕
事
」
「
住

宅
・
医
療
・
福
祉
の
環
境
が
良
い

こ
と
」
を
望
む
回
答
は
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

「
ほ
と
ん
ど
参
加
し
て
い
な
い
」

と
い
う
回
答
は
減
少
し
て
お
り
、

6
割
以
上
の
方
が
何
ら
か
の
活
動

や
行
事
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

「
心
身
の
健
康
」
「
経
済
的
な

ゆ
と
り
」
「
生
活
の
便
利
さ
」
を

重
視
す
る
回
答
が
多
く
、
5
年
前

と
同
じ
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

「
保
健
・
医
療
の
充
実
」
「
産

業
振
興
・
雇
用
拡
大
」
「
雪
対
策
」

を
望
む
回
答
が
多
く
、
特
に
「
雪

対
策
」
の
回
答
は
5
年
前
か
ら
大

き
く
増
加
し
て
い
ま
す
。

重
視
し
た
い
豊
か
さ

力
を
入
れ
て
い
く
べ
き

　
　
　
　
　
　
　

分
野

力
を
入
れ
て
い
く
べ
き

　
　
　
　
　

地
域
産
業

力
を
入
れ
て
い
く
べ
き

　
　

高
齢
者
福
祉
対
策

地
域
間
交
流
の
推
進
に

　
　
　
　
　

望
む
こ
と

生
涯
学
習
の
充
実

定
住
促
進
の
た
め
に
は

行
事
な
ど
へ
の
参
加

　

「
農
業
振
興
」
「
地
域
資
源
を

活
か
し
た
加
工
産
業
」
を
重
視
す

る
回
答
が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

「
入
所
施
設
の
整
備
」
「
在
宅

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
を
望
む
回
答

が
多
く
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

5
年
前
と
比
較
し
て
「
地
域
環

境
の
整
備
」
「
余
暇
の
充
実
」
を

望
む
回
答
が
増
え
て
い
ま
す
。
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問い合わせ先　エコミュージアムセンター　☎8－5133

　7月29日～31日までの2泊3日、エコミュージアムセンター主催「森の学校2014夏」が行われま
した。町内外から27名の参加者が集まった今年の「森学」では、2002年にテリジノサウルス爪化
石が発見された場所をメインフィールドとして、残りの部分の発見調査を行いました。
　講師陣や参加者の努力が実り、今年は骨化石を発見。平らな骨と指骨のように見受けられる化石
は、テリジノサウルスの骨化石かどうか今後詳しく研究されます。
　ナカガワニシンに続くビッグニュースが期待されます。

7月29日 31日までの2泊3日 エコミ ジアムセンタ 主催「森の学校2014夏」が行われま

テリジノサウルスか！？ 骨化石発見されるテリジノサウルスか！？ 骨化石発見される
第十三次恐竜化石発見調査
森の学校2014夏森の学校2014夏



生
ア
ル
バ
イ
ト
に
よ
っ
て
、
こ
の

化
石
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
進
め
ら

れ
、
ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
や
ウ
ミ
ガ

メ
等
の
海
生
爬
虫
類
ら
し
く
な
い

特
徴
の
骨
が
姿
を
現
し
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
森
の
学
校
の
講
師
と

し
て
来
町
さ
れ
た
早
稲
田
大
学
の

平
山
廉
教
授
に
よ
っ
て
，
テ
リ
ジ

ノ
サ
ウ
ル
ス
類
の
ツ
メ
化
石
で
あ

る
と
鑑
定
さ
れ
ま
し
た
。
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
作
業
は
、
延
べ
4
ヶ
月
を

要
し
て
終
了
し
、
ツ
メ
3
点
と
指

の
骨
と
思
わ
れ
る
も
の
数
点
が
抽

出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
発
見
は
、

日
本
初
の
テ
リ
ジ
ノ
サ
ウ
ル
ス
の

仲
間
の
ツ
メ
化
石
の
発
見
と
い
う

こ
と
で
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
な
ど
で

大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

標
本
の
研
究
は
、
平
山
教
授
の

指
導
の
も
と
、
当
時
早
稲
田
大
学

の
学
生
で
中
川
に
も
学
生
バ
イ
ト

と
し
て
訪
れ
て
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を

進
め
て
い
た
村
上
瑞
季
さ
ん
（
現

　

ア
ン
モ
ナ
イ
ト
、
ク
ビ
ナ
ガ
リ
ュ
ウ
な
ど
恐
竜
時
代
の
海
の
生
き
物
の
化
石
が
豊
富
に
発
見
さ
れ
る

中
川
町
は
、
当
時
海
の
底
に
あ
り
、
陸
の
王
者
で
あ
っ
た
恐
竜
の
化
石
は
発
見
さ
れ
な
い
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
テ
リ
ジ
ノ
サ
ウ
ル
ス
類
の
ツ
メ
化
石
の
発
見
に
よ
り
、
中
川
町
も
「
日
本
の
恐
竜
の

産
地
」
の
仲
間
入
り
を
は
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
夏
、
テ
リ
ジ
ノ
サ
ウ
ル
ス
類
の
ノ
ス
ロ
ニ
ク
ス

の
全
身
復
元
骨
格
が
展
示
さ
れ
「
恐
竜
の
全
身
骨
格
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
博
物
館
」
に
な
り
ま
し
た
。

日
本
初
！　
テ
リ
ジ
ノ
サ
ウ
ル
ス
類
ノ
ス
ロ
ニ
ク
ス
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
身
復
元
骨
格
を
常
設
展
示
へ

い
北
米
の
テ
リ
ジ
ノ
サ
ウ
ル
ス
類

ノ
ス
ロ
ニ
ク
ス
の
全
身
復
元
骨
格

を
平
成
26
年
度
に
購
入
・
展
示
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て

7
月
14
日
、
北
米
か
ら
大
き
な
木

箱
に
入
っ
た
ノ
ス
ロ
ニ
ク
ス
の
全

身
復
元
骨
格
が
到
着
し
、
組
み
立

て
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

復
元
骨
格
の
姿
勢
は
、
敵
を
威

嚇
し
つ
つ
、
大
き
な
カ
ギ
ツ
メ
で

ま
さ
に
攻
撃
し
よ
う
と
し
て
い
る

「
中
川
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
の
ポ
ー
ズ

で
す
。
8
月
上
旬
に
来
町
さ
れ
た

早
稲
田
大
学
・
助
手
の
村
上
さ
ん

は
ノ
ス
ロ
ニ
ク
ス
の
全
身
骨
格
、

そ
し
て
自
ら
研
究
さ
れ
た
中
川
の

テ
リ
ジ
ノ
サ
ウ
ル
ス
類
の
標
本
を

み
な
が
ら
「
テ
リ
ジ
ノ
サ
ウ
ル
ス

類
の
巨
大
な
カ
ギ
ツ
メ
が
強
調
さ

れ
た
カ
ッ
コ
い
い
ポ
ー
ズ
で
す
ね
。

ノ
ス
ロ
ニ
ク
ス
の
全
身
骨
格
を
み

な
が
ら
、
中
川
の
恐
竜
化
石
の
全

体
像
を
想
像
し
て
欲
し
い
で
す
。

ぜ
ひ
追
加
標
本
を
地
域
の
み
な
さ

・
早
稲
田
大
学
・
助
手
）
に
よ
っ

て
進
め
ら
れ
、
二
〇
〇
六
年
（
平

成
18
年
）
に
京
都
大
学
で
開
催
さ

れ
た
日
本
古
生
物
学
会
で
発
表
、

二
〇
〇
八
年
（
平
成
20
年
）
に
は

日
本
古
生
物
学
会
欧
文
誌

「Paleon to logical Reserch

」

に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
中
川
町
で

発
見
さ
れ
た
ツ
メ
標
本
は
、
マ
ニ

ラ
プ
ト
ル
類
と
い
う
恐
竜
の
グ
ル

ー
プ
に
属
す
る
特
徴
を
も
ち
、
こ

の
な
か
で
も
ノ
ス
ロ
ニ
ク
ス
な
ど

の
テ
リ
ジ
ノ
サ
ウ
ル
ス
類
の
仲
間

で
あ
る
と
推
定
さ
れ
ま
し
た
。

【
全
身
復
元
骨
格
の
展
示
へ
】

　

発
見
さ
れ
た
ツ
メ
化
石
の
み
で

全
身
骨
格
を
復
元
す
る
の
は
難
し

く
、
中
川
町
の
テ
リ
ジ
ノ
サ
ウ
ル

ス
類
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
展
示
を

構
成
す
る
た
め
、
現
在
3
種
ほ
ど

あ
る
テ
リ
ジ
ノ
サ
ウ
ル
ス
類
の
全

身
骨
格
レ
プ
リ
カ
の
中
か
ら
、
日

本
で
ま
だ
常
設
展
示
さ
れ
て
い
な

ん
、
森
の
学
校
の
参
加
者
の
み
な

さ
ん
で
発
見
し
て
欲
し
い
で
す
。

そ
し
て
中
川
の
テ
リ
ジ
ノ
サ
ウ
ル

ス
類
を
新
種
記
載
す
る
の
が
夢
で

す
。」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。

　

恐
竜
時
代
の
中
川
の
海
と
陸
に

君
臨
し
た
日
本
最
大
の
ク
ビ
ナ
ガ

リ
ュ
ウ
と
日
本
唯
一
の
テ
リ
ジ
ノ

サ
ウ
ル
ス
類
ノ
ス
ロ
ニ
ク
ス
が
並

ん
だ
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ

ー
の
常
設
展
示
は
迫
力
あ
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
。
ま
だ
、
ご
覧
に

な
っ
て
い
な
い
方
は
是
非
お
越
し

下
さ
い
。

【
発
見
か
ら
研
究
へ
】

　

二
〇
〇
〇
年
（
平
成
12
年
）
の

秋
に
中
川
町
在
住
の
遠
藤
富
士
幸

さ
ん
が
、
安
平
志
内
川
流
域
で
骨

の
よ
う
な
も
の
が
含
ま
れ
た
長
径

30
セ
ン
チ
ほ
ど
の
岩
塊
を
発
見
し
、

旧
中
川
町
郷
土
資
料
館
に
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
当
時
は
、
ク
ビ
ナ
ガ

リ
ュ
ウ
か
ウ
ミ
ガ
メ
の
化
石
だ
ろ

う
と
い
う
こ
と
で
保
管
さ
れ
ま
し

た
。

　

二
〇
〇
三
年
（
平
成
15
年
）
夏

の
特
別
展
「
南
と
北
の
白
亜
紀
物

語
」
の
化
石
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
コ
ー

ナ
ー
で
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
学

問い合わせ先　教育委員会　☎7－2877

５ 広報なかがわ
2014（H26）. 9月号

ノスロニクスの大きなカギツメノスロニクスの大きなカギツメ

後肢と背骨の組み立て後肢と背骨の組み立て
常設展示されたノスロニクス常設展示されたノスロニクス

発見された部位発見された部位
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そ
が
、
本
物
の「
水
切
り
」な
の
で
し
ょ
う
。

　

さ
て
、
橋
本
さ
ん
は
大
会
終
了
後
、
「
来

週
は
栃
木
県
の
水
切
り
大
会
、
来
月
は
高
知

県
の
水
切
り
大
会
に
出
場
し
ま
す
」
と
の
こ

と
。

　

「
川
」
と
「
石
」
さ
え
あ
れ
ば
「
水
切
り
」

は
行
う
こ
と
が
で
き
、
「
水
切
り
」
の
光
景

は
全
国
津
々
浦
々
で
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
ん
な
地
域
の
中
で
、
「
川
の
美
し
さ
を
Ｐ

Ｒ
し
た
い
」
「
川
の
魅
力
を
伝
え
た
い
」
と

い
う
地
域
が
、
「
水
切
り
」
を
競
技
化
し
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
水
切
り
大
会
の
翌
週
、
中
川

町
で
は
「
ダ
ウ
ン
・
ザ
・
テ
ッ
シ
‐
オ
‐
ペ
ッ
」

と
い
う
、
カ
ヌ
ー
大
会
も
開
催
さ
れ
、
再
び

佐
久
の
河
川
敷
に
「
天
塩
川
」
の
夏
の
一
日

を
楽
し
み
た
い
人
々
が
、
1
5
0
名
以
上
集

ま
っ
て
い
ま
し
た
。
中
川
町
で
は
今
後
も
、

「
水
切
り
」
や
「
カ
ヌ
ー
」
と
い
っ
た
川
遊

び
、
川
の
レ
ジ
ャ
ー
を
通
し
、
天
塩
川
の
魅

力
を
更
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
け
れ
ば
、
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
今
大
会
は
橋
本
さ

ん
の
実
力
が
、
一
段
も
二
段
も
上
を
い
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
少
し
悔
し

さ
も
感
じ
ま
す
。
来
年
度
は
練
習
に
励
み
、

中
川
町
民
の
中
か
ら
、
「
プ
ロ
」
が
生
ま
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

■女子の部■
優　勝　小川美智子（中川町）
準優勝　千葉　陽香（中川町）
３　位　下村　悠理（中川町）
■シニアの部■
優　勝　齋藤　俊幸（中川町）
準優勝　菊田　紀子（中川町）
３　位　河野　　廣（中川町）
■ジュニアの部■
優　勝　増田あすか（旭川市）
準優勝　増田さくら（旭川市）
３　位　増田　頼人（中川町）

■男子の部■
優　勝　橋本　桂佑（宮城県）
準優勝　浪花　彰彦（中川町）
３　位　加藤　将太（中川町）
■団体の部■
優　勝　照井・久保・上甲チーム（中川町）
準優勝　加藤・神野・齋藤チーム（中川町）
３　位　金住・菊田・早坂チーム（中川町）
■最多水切り■
　橋本　桂佑（宮城県）18回
■ベストパフォーマンス■
　和田智恵美（稚内市）
■なかなか元気de賞■
　日置　力雄（中川町）
■じゅえる賞■
　石垣遼太郎（中川町） （敬称略）

各部門入賞者

　

7
月
13
日（
日
）、
太
陽
の
光
が
天
塩
川
の

水
面
を
キ
ラ
キ
ラ
と
光
ら
せ
、
深
緑
の
葉
が

そ
の
川
縁
を
覆
う
絶
好
の
「
川
遊
び
日
和
」

の
中
、
「
第
3
回
天
塩
川
de
水
切
り
北
海
道

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
か
ら
大
人
が
天
塩
川
に
石
を
投
げ
、

回
数
を
競
う
、
ど
こ
か
懐
か
し
く
も
新
し
い

競
技
大
会
は
、
今
年
で
3
回
目
を
迎
え
ま
し

た
。
参
加
者
は
約
1
2
0
名
。
競
技
部
門
を

昨
年
度
の
「
個
人
の
部
」・「
ペ
ア
の
部
」
の

二
部
門
か
ら
、「
女
子
の
部
」・「
ジ
ュ
ニ
ア
の

部
」・「
シ
ニ
ア
の
部
」・「
男
子
の
部
」・「
団

体
の
部
」
と
し
、
よ
り
多
く
の
方
が
競
技
大

会
と
し
て
参
加
し
や
す
い
形
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
参
加
選
手
数
は
昨

年
度
よ
り
も
40
名
程
増
え
、
よ
り
盛
り
上
が

り
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
、
最
も
注
目
を
集
め
、
会
場
を
沸

か
せ
た
選
手
は
、
宮
城
県
よ
り
参
加
の
橋
本

桂
佑
選
手
。
橋
本
さ
ん
は
、
「
水
切
り
」
が

大
好
き
で
、
現
在
大
学
院
に
通
い
な
が
ら
全

国
の
水
切
り
大
会
を
巡
り
歩
く
、
ま
さ
に

「
プ
ロ
」
の
よ
う
な
存
在
で
す
。
会
場
内
の

ボ
ー
ド
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
出
身
地
や
経

歴
等
は
掲
示
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
橋
本

さ
ん
が
投
げ
る
ま
で
は
会
場
で
は
完
全
に
ノ

ー
マ
ー
ク
。
い
ざ
一
投
目
を
投
げ
る
と
、
会

場
か
ら
は
今
日
一
番
の
大
歓
声
と
、
拍
手
が

起
こ
っ
て
い
ま
し
た
。　
　

　

橋
本
さ
ん
が
記
録
し
た
回
数
は
な
ん
と

「
18
回
」。
こ
の
数
字
だ
け
み
て
も
十
分
驚
き

で
す
が
、
さ
ら
に
驚
き
な
の
は
石
の
軌
道
で

す
。
他
の
選
手
の
軌
道
は
、
石
が
水
を
跳
ね

て
、
跳
ね
て
と
い
う
軌
道
。
し
か
し
橋
本
さ

ん
が
投
げ
た
石
は
、
ま
る
で
石
に
足
が
あ
り
、

水
面
を
一
直
線
に
走
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え

る
の
で
す
。
こ
れ
は
石
を
離
す
位
置
を
限
り

な
く
低
く
し
、
石
が
最
も
跳
ね
て
い
く
15
度

の
入
射
角
を
狙
っ
て
の
こ
と
。
石
が
走
る
よ

う
に
水
を
切
り
進
ん
で
い
く
姿
と
、
細
か
く

美
し
い
波
紋
に
、
会
場
か
ら
は
感
嘆
の
た
め

息
も
聞
こ
え
て
い
ま
し
た
。
ま
さ
に
こ
れ
こ

第
3
回
天
塩
川
de
水
切
り
北
海
道
大
会

優勝した橋本さん優勝した橋本さん



ス
ト
化
に
つ
な
が
る
」
「
機
械

も
す
ご
い
が
、
遠
藤
氏
の
技
術

に
驚
い
た
」
な
ど
の
声
が
聞
か

れ
、
活
発
な
現
地
検
討
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

講
師
を
務
め
た
遠
藤
氏
は
、

遠
藤
工
業
㈲
の
専
務
と
し
て
林

業
に
従
事
す
る
か
た
わ
ら
、
北

海
道
指
導
林
家
と
し
て
林
家
の

育
成
に
あ
た
っ
て
お
り
、
ま
た

北
海
道
知
事
認
定
の
グ
リ
ー
ン

マ
イ
ス
タ
ー
と
し
て
森
林
作
業

士
の
育
成
に
努
め
て
い
ま
す
。

地
域
条
件
に
応
じ
た

　
　

路
網
整
備
検
討
会

ン
ビ
（
シ
ラ
カ
ン
バ
の
皮
）
や

小
枝
を
使
っ
た
焚
火
体
験
と
夏

の
実
採
り
体
験
で
す
。

　

町
産
業
振
興
室
の
森
林
林
業

担
当　

髙
橋
直
樹
さ
ん
を
講
師

に
、
構
内
の
樹
木
や
花
の
紹
介

を
交
え
な
が
ら
、
森
の
大
切
さ

や
木
や
種
の
特
徴
を
学
び
、
食

べ
頃
を
迎
え
た
ハ
ス
カ
ッ
プ
の

実
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ハ
ス
カ
ッ
プ
の
実
を
初
め
て

食
べ
た
子
ど
も
も
多
く
、
「
思

っ
た
よ
り
甘
い
！
」
「
木
に
よ

っ
て
味
が
全
然
違
う
」
「
今
度

は
も
っ
と
も
っ
と
森
の
奥
に
行

っ
て
み
た
い
」
な
ど
、
様
々
な

声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

町
産
業
振
興
室
で
は
近
隣
市

町
村
や
地
元
教
育
機
関
と
連
携

し
、
森
林
環
境
教
育
を
進
め
て

い
ま
す
。

７ 広報なかがわ
2014（H26）. 9月号

森
林
環
境
教
育

　
　
　
　

プ
ロ
グ
ラ
ム

参加者の質問に答える遠藤氏参加者の質問に答える遠藤氏

北海道指導林家　遠藤富士幸氏北海道指導林家　遠藤富士幸氏

　

7
月
18
日
、
中
川
町
字
誉
の

林
業
試
験
場
道
北
支
場
構
内
で
、

美
深
町
幼
児
セ
ン
タ
ー
か
ら
中

川
町
産
業
振
興
課
産
業
振
興
室

へ
の
依
頼
に
よ
り
、
園
児
24
名

を
対
象
と
し
た
森
林
環
境
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ガ

　

7
月
31
日
、
中
川
町
字
豊
里

及
び
国
府
の
町
有
林
で
、
上
川

総
合
振
興
局
北
部
森
林
室
普
及

課
、
北
海
道
森
林
組
合
連
合
会

共
催
に
よ
る
「
地
域
条
件
に
応

じ
た
路
網
整
備
検
討
会
」
が
開

催
さ
れ
、
上
川
北
部
管
内
か
ら

31
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
研
修
会
で
は
、
町
内
在
住

の
北
海
道
指
導
林
家　

遠
藤
富

士
幸
氏
が
講
師
を
務
め
、
フ
ェ

ラ
ー
付
き
ザ
ウ
ル
ス
ロ
ボ
と
い

う
高
性
能
林
業
機
械
の
特
徴
や

性
能
、
運
用
に
つ
い
て
解
説
し

た
ほ
か
、
稼
働
状
況
の
実
演
も

行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
1
台
で

複
数
の
機
能
を
こ
な
す
高
性
能

林
業
機
械
の
性
能
に
驚
い
た
」

「
こ
れ
ま
で
、
2
台
、
3
台
で

や
っ
て
い
た
作
業
を
1
台
1
名

で
で
き
る
の
は
す
ご
い
。
低
コ
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■
地
域
食
材

　

第
2
回
に
引
き
続
き
今
回
食
を
担
当
し
た

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
小
田
島
さ
ん
は
、

「
中
川
町
を
中
心
に
半
径
60
キ
ロ
圏
内
に
あ

る
地
域
食
材
で
中
川
ら
し
い
食
文
化
を
育
て

よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
中
川
町
の
野
菜
の
ほ

か
天
塩
町
の
チ
ー
ズ
、
豊
富
町
の
パ
ン
な
ど

を
使
用
し
近
隣
町
村
を
結
び
つ
け
ま
し
た
。

■
体
験
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

林
業
試
験
場
道
北
支
場
「
ハ
ス
カ
ッ
プ
挿

し
木
体
験
」
、
ハ
ス
カ
ッ
プ
の
収
穫
体
験
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
斎
藤
さ
ん
の
、
「
ハ
ス

カ
ッ
プ
の
小
枝
ク
ラ
フ
ト
体
験
」
で
ハ
ス
カ

ッ
プ
と
触
れ
あ
う
体
験
を
企
画
し
ま
し
た
。

　

ハ
ス
カ
ッ
プ
の
挿
し
木
体
験
に
は
、
4
月

頃
に
行
う
「
春
ざ
し
」
と
7
月
頃
「
夏
ざ
し
」

が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
「
夏
ざ
し
」
を
行
い
、

3
〜
4
年
で
実
が
つ
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

庭
で
収
穫
で
き
る
頃
が
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。

　

ハ
ス
カ
ッ
プ
の
収
穫
期
は
7
〜
8
月
頃
の

約
3
週
間
。
黒
紫
色
の
実
は
、
食
べ
る
と
渋

み
と
酸
味
が
あ
り
ま
す
。
実
の
表
面
の
皮
は

と
て
も
薄
く
デ
リ
ケ
ー
ト
で
、
生
の
実
で
は

保
存
が
難
し
い
た
め
「
幻
の
果
実
」
な
ど
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
実
で
、
中
川
町
産
ハ
ス
カ
ッ
プ
ワ

イ
ン
が
誕
生
す
る
の
は
12
月
頃
。
楽
し
み
で

す
ね
。

　

7
月
27
日（
日
）、
ハ
ス
カ
ッ
プ
の
収
穫
を

ワ
イ
ン
、
サ
イ
ダ
ー
、
地
域
食
材
の
料
理
で

祝
う
「
第
3
回
ハ
ス
カ
ッ
プ
収
穫
祭
」
が
、

林
業
試
験
場
道
北
支
場
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｅ
Ｃ

Ｏ
の
声
、
㈲
匠
舎
の
協
力
に
よ
り
、
ナ
ポ
ー

ト
パ
ー
ク
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
ハ
ウ
ス
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
甘
口
と
辛
口
2
種
類
の
ハ
ス

カ
ッ
プ
ワ
イ
ン
の
ほ
ん
の
り
と
し
た
酸
味
と

や
さ
し
い
甘
味
を
味
わ
い
、
今
年
6
月
に
誕

生
し
た
ハ
ス
カ
ッ
プ
サ
イ
ダ
ー
の
「
中
川
」

を
ス
ト
レ
ー
ト
に
デ
ザ
イ
ン
し
表
現
し
た
ラ

ベ
ル
を
目
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
中
川
町
の
花
か
ら
採
れ
た
、
「
キ

ハ
ダ
」
「
シ
ナ
」
「
百
花
」
3
種
類
の
ハ
チ

第
3
回　
ハ
ス
カ
ッ
プ
収
穫
祭

第
3
回　
ハ
ス
カ
ッ
プ
収
穫
祭

テ
ー
マ
は

 

「
ハ
ス
カ
ッ
プ
を

　
　
　
　
　

味
わ
お
う
」

ミ
ツ
で
作
っ
た
ハ
チ
ミ
ツ
レ
モ
ン
ウ
ォ
ー
タ

ー
も
好
評
で
し
た
。

　

ハ
ス
カ
ッ
プ
収
穫
祭
は
、
毎
年
雨
の
影
響

を
受
け
な
が
ら
も
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
町
内
外
か
ら
約
1
5
0
名
も
の
来

場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

今年6月に誕生した
中川町の新しい特産品の
「ハスカップサイダー」です。
ラベルには「中川」の
文字がデザインされています。



　バジル‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥20g
　しそ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥10g
　パセリ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥5g
　セロリの葉‥‥‥‥‥‥‥‥‥5g
　レモン汁‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥大さじ１程度
　塩‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥適量

１．バジル、しそ、パセリ、セロリの葉をそれ
　　ぞれよく洗い、水気をふき取って別々にオ
　　ーブンシートに並べる。
２．それぞれ３分半～４分程、パリパリになる
　　まで電子レンジで温める。
３．２をそれぞれフードプロセッサーかすり鉢
　　で粉々にする。
４．塩にレモン汁を入れてよく混ぜ、フライパ
　　ンで軽く炙る。
５．あとは全て味をみながらお好みでハーブ類
　　と塩をブレンドさせて完成。

簡単にできますので、ご家庭でも
ハスカップワインと一緒にお楽しみください！

ハスカップ収穫祭
レ シ ピ 集

ハーブソルト

　にんにく‥‥‥‥‥‥‥‥‥２カケ
　オリーブオイル‥‥‥‥‥‥大さじ５杯
　レモン汁‥‥‥‥‥‥‥‥‥大さじ２杯
　しょうゆ‥‥‥‥‥‥‥‥‥大さじ１杯
　アンチョビ‥‥‥‥‥‥‥‥適量
　塩・こしょう‥‥‥‥‥‥‥適量

１．にんにくを生のままスライスする
２．１とオリーブオイル、レモン汁、しょうゆ、
　　塩・こしょうを混ぜ合わせて完成。

アンチョビソース

　　　　　　なす
　　　　　　ズッキーニ
　　　　　　スナップエンドウ
　　　　　　ミニトマト
　　　　　　ベーコン
　　　　　　ウィンナー

１．それぞれ串に刺せる大きさに切る。
２．スナップエンドウは下茹でする。
３．火の通りやすい順番は、ミニトマト→ベー
　　コン→スナップエンドウ→なす→ウィンナ
　　ー→ズッキーニなので、考えて串に刺して
　　いく。

※収穫祭の時は下処理として、ズッキーニを最
　初にフライパンでさっと炒めて、なすにオリ
　ーブオイルを塗りました。

夏野菜のＢＢＱ
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　なす‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２本
　ズッキーニ‥‥‥‥‥‥‥‥‥２本
　玉ねぎ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１個
　スティックセニョール‥‥‥‥４本
　完熟とまと‥‥‥‥‥‥‥‥‥２個
　にんにく‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２カケ
　オリーブオイル‥‥‥‥‥‥‥適量
　塩‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥適量

１．にんにくをすりおろす。（すりおろすことが
　　ポイントです！）
２．スティックセニョールを塩で下茹でする。
３．なす、ズッキーにを輪切りにする。
４．トマトをくし切りにする。
５．オリーブオイルでにんにくを炒めて、香り
　　が出てきたら、玉ねぎとズッキーニを加え
　　る。
６．５にある程度火が通ったらなすとトマトを
　　加えて、トマトの汁気がなくなるまで煮る。
７．最後にオリーブオイルを回しかけて完成！

ラタトュイユ（4人分）



す
る
と
い
う
こ
と
に
結
び
つ
き
ま
し

た
。

　

そ
も
そ
も
、
イ
ベ
ン
ト
で
料
理
を

提
供
す
る
こ
と
は
生
ま
れ
て
初
め
て

の
試
み
な
の
で
、
不
安
し
か
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
心
の
ど
こ

か
で
や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
た

こ
と
な
の
で
、
役
場
の
先
輩
や
、
地

元
農
家
さ
ん
に
背
中
を
押
し
て
も
ら

っ
て
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
料
理
が
予
想
以
上
に
遅

れ
た
り
と
、
バ
タ
バ
タ
と
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
採
れ
た
て
野
菜

の
美
味
し
さ
も
相
ま
っ
て
、
料
理
は

好
評
で
し
た
。

　

今
回
も
9
ペ
ー
ジ
に
レ
シ
ピ
を
載

せ
て
い
ま
す
。
ご
家
庭
で
も
気
軽
に

作
れ
る
も
の
ば
か
り
な
の
で
、
ぜ
ひ

試
し
て
み
て
下
さ
い
！

　
　
　
　
　
　

27
日
に
開
催
さ
れ
た

　
　
　
　
　

ハ
ス
カ
ッ
プ
収
穫
祭
は

　
　
　
　
　

あ
い
に
く
の
雨
で
し
た

が
、
予
想
を
上
回
る
方
々
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
、
楽
し
い
雰
囲
気
の

中
、
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

収
穫
祭
は
今
ま
で
3
回
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
食
の
提
供
を
行
っ
た
の

は
、
今
年
で
2
度
目
に
な
り
ま
す
。

ハ
ス
カ
ッ
プ
収
穫
祭
で
、
な
ぜ
料
理

の
提
供
を
行
お
う
と
思
っ
た
の
か
。

そ
れ
は
、
地
域
の
食
材
を
地
域
で
消

費
す
る
機
会
が
あ
ま
り
な
い
こ
と
や

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
で
た
く
さ

ん
の
野
菜
が
育
っ
て
い
る
こ
と
に
驚

き
、
そ
れ
を
ほ
か
の
人
に
も
伝
え
た

い
と
思
っ
た
こ
と
。
ま
た
、
私
た
ち

の
健
康
を
支
え
て
い
る
の
は
一
次
産

業
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。　

　

様
々
な
現
実
が
あ
る
中
、
一
次
産

業
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
た
い

と
考
え
、
地
域
食
材
で
料
理
を
提
供

町の振興や発展のために東奔西走する地域おこし協力隊の
活動の様子を紹介します

中川町地域おこし協力隊活動記㉕

曲
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
何
本
も
玉
切
り
し
て
い

る
と
次
第
に
力
加
減
な
ど
の
コ
ツ
が

分
か
り
、
少
し
ず
つ
真
っ
直
ぐ
切
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

イ
ス
と
し
て
使
用
さ
れ
た
皮
剥
ぎ

後
の
白
樺
丸
太
は
、
普
段
見
慣
れ
て

い
る
白
樺
の
色
で
は
な
く
、
コ
ル
ク

質
が
見
え
、
小
豆
色
の
様
な
色
合
い

に
な
っ
て
お
り
、
違
っ
た
味
わ
い
が

あ
り
ま
す
。

　

今
回
イ
ス
や
テ
ー
ブ
ル
の
脚
に
使

用
し
た
丸
太
は
、
こ
の
後
薪
と
し
て

有
効
利
用
し
て
い
き
、
せ
っ
か
く
倒

し
た
木
を
少
し
で
も
、
無
駄
に
し
な

い
よ
う
に
工
夫
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。

　

私
は
ハ
ス
カ
ッ
プ
収
穫
祭
で
は
会

場
設
営
を
担
当
し
ま
し
た
。
主
な
役

割
は
会
場
で
使
用
す
る
丸
太
イ
ス
と

テ
ー
ブ
ル
の
脚
づ
く
り
で
す
。

　

今
回
使
っ
た
丸
太
は
、
林
道
の
支

障
木
を
伐
倒
し
た
も
の
で
す
。
そ
の

中
で
も
白
樺
は
皮
を
剥
ぎ
、
剥
い
だ

皮
は
白
樺
皮
細
工
に
使
用
さ
れ
ま
す
。

皮
剥
ぎ
後
の
丸
太
を
約
30
セ
ン
チ
に

玉
切
り
し
、
イ
ス
と
し
て
加
工
し
ま

し
た
。

　

普
段
薪
生
産
の
過
程
で
も
玉
切
り

は
行
い
ま
す
が
、
今
回
丸
太
イ
ス
と

い
う
事
も
あ
り
、
水
平
に
玉
切
り
し

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

水
平
に
す
る
に
あ
た
り
、
チ
ェ
ー

ン
ソ
ー
の
刃
の
目
立
て
が
一
番
重
要

で
す
。
目
立
て
が
し
っ
か
り
し
て
い

な
い
と
切
る
時
に
機
械
に
負
担
が
か

か
る
し
、
切
り
口
が
ガ
タ
ガ
タ
に
な

り
ま
す
。
作
業
を
始
め
た
頃
は
、
真

っ
直
ぐ
に
切
っ
て
い
る
つ
も
り
で
も

振
動
な
ど
で
左
右
に
ブ
レ
て
し
ま
い
、

『ハスカップ収穫祭の料理』
小田島森恵
お だ じま もり え

『丸太イス』
藤 田 達 也
ふじ た たつ や
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問い合わせ先　産業振興課産業振興室　☎7－2816

特
訓
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

「
肩
付
け
」・「
頬
当
て
」
の
他
に
も

発
砲
時
の
衝
撃
を
軽
減
さ
せ
る
為
に
ど

の
程
度
、
肩
の
力
を
抜
け
ば
よ
い
の
か

な
ど
を
体
が
覚
え
る
ま
で
特
訓
し
ま
し

た
。

　

特
訓
の
結
果
、
以
前
は
「
肩
付
け
」

が
定
ま
ら
ず
弾
痕
が
ま
と
ま
ら
な
か
っ

た
の
が
ま
と
ま
り
、
う
ま
く
肩
の
力
を

抜
く
こ
と
が
で
き
、
肩
へ
の
衝
撃
を
逃

が
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
家
に
帰
る

と
肩
付
け
位
置
が
悪
か
っ
た
際
の
衝
撃

で
鎖
骨
付
近
に
青
あ
ざ
が
で
き
て
い
ま

し
た
が
、
以
前
に
比
べ
る
と
肩
の
痛
み

は
格
段
に
改
善
さ
れ
、
弾
痕
は
思
い
通

り
の
所
に
行
く
の
で
、
射
撃
が
と
て
も

楽
し
く
な
り
つ
い
つ
い
た
く
さ
ん
撃
ち

こ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
特
訓
の
成
果
を
今
度
は
実
際
の

有
害
駆
除
で
発
揮
す
る
の
み
で
す
！
シ

カ
を
捕
獲
で
き
た
ら
ま
た
皆
さ
ん
に
ご

報
告
し
ま
す
！
そ
れ
ま
で
し
ば
し
お
待

ち
を
！

　

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
ん
に
ち

は
。
こ
ん
ば
ん
は
。
野
生
動
物
担
当
の

松
橋
で
す
。

　

ハ
ン
タ
ー
は
獲
物
を
獲
る
際
、
射
撃

の
腕
前
が
よ
く
な
け
れ
ば
獲
れ
ま
せ
ん

よ
ね
。

　

射
撃
の
基
本
は
「
肩
付
け
」・「
頬
当

て
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
「
肩
付
け
」

・「
頬
当
て
」
と
は
銃
床
と
呼
ば
れ
る
銃

の
手
元
の
先
端
の
面
を
鎖
骨
の
下
の
窪

み
に
付
け
る
こ
と
と
、
引
き
金
の
ち
ょ

う
ど
上
あ
た
り
の
銃
床
の
内
側
を
頬
に

当
て
る
事
を
言
い
ま
す
。
初
心
者
で
は

こ
の
「
肩
付
け
」・「
頬
当
て
」
の
位
置

が
正
し
く
な
い
こ
と
が
多
く
肩
に
強
い

衝
撃
を
受
け
た
り
、
照
準
が
定
ま
ら
な

い
こ
と
で
弾
道
・
弾
痕
の
位
置
が
毎
回

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
り
す
る
の
で
す
。

　

す
な
わ
ち
、
第
一
に
自
分
の
正
し
い

「
肩
付
け
」・「
頬
当
て
」
を
探
り
当
て
、

そ
の
位
置
を
覚
え
る
こ
と
か
ら
始
ま
り

ま
す
。

　

そ
こ
で
先
日
、
お
師
匠
ハ
ン
タ
ー
と

共
に
射
撃
場
へ
「
肩
付
け
」・「
頬
当
て
」

『射撃場での特訓』
松 橋 杏 子
まつ はし きょう こ

剪
定
す
る
そ
う
な
の
で
す
が
、
そ
の

小
枝
は
、
ま
っ
す
ぐ
で
丈
夫
な
の
で
、

お
箸
に
最
適
な
の
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
収
穫
祭
に
向
け
て
ハ
ス

カ
ッ
プ
の
剪
定
枝
を
活
用
す
る
こ
と

を
考
え
て
み
よ
う
と
、
試
作
を
開
始

し
ま
し
た
。
ハ
ス
カ
ッ
プ
の
枝
は
、

乾
燥
す
る
と
堅
く
な
り
ま
す
が
、
軽

く
て
さ
く
さ
く
と
削
れ
る
性
質
で
し

た
。
試
行
錯
誤
の
末
、
フ
ッ
ク
と
し

て
の
利
用
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
方
々
は
、
枝
の
織
り
な

す
複
雑
な
形
が
、
創
作
意
欲
を
刺
激

さ
れ
た
よ
う
で
、
盆
栽
を
手
入
れ
す

る
よ
う
に
、
バ
ラ
ン
ス
を
見
て
い
た

の
が
印
象
的
で
し
た
。

　

人
そ
れ
ぞ
れ
の
感
性
が
反
映
さ
れ

た
作
品
が
で
き
あ
が
り
、
面
白
く
、

そ
し
て
興
味
深
く
拝
見
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
「
さ
っ
そ
く
冷
蔵
庫
に
く

っ
つ
け
た
よ
」
と
声
を
か
け
て
く
だ

さ
る
方
も
い
て
、
と
て
も
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
、

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　

ハ
ス
カ
ッ
プ
収
穫
祭

で
は
、
ハ
ス
カ
ッ
プ
の
小
枝
を
使
っ

た
ク
ラ
フ
ト
体
験
を
担
当
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
こ
の
体
験
を
企
画
し
た
き

っ
か
け
の
お
話
で
す
。

　

東
北
育
ち
の
私
は
、
中
川
に
来
て

か
ら
初
め
て
ハ
ス
カ
ッ
プ
を
見
ま
し

た
。
思
っ
た
よ
り
も
小
さ
な
木
で
小

さ
な
実
。
か
わ
い
ら
し
い
印
象
で
し

た
。
よ
く
見
て
い
る
と
、
枝
が
う
っ

そ
う
と
茂
っ
て
い
る
こ
と
が
気
に
な

り
、
持
ち
主
に
聞
い
て
み
た
と
こ
ろ
、

こ
の
状
態
で
は
、
実
の
成
り
が
悪
く

な
る
と
か
。
剪
定
し
て
あ
げ
る
と
い

い
そ
う
で
す
が
、
た
だ
で
さ
え
収
穫

が
困
難
な
果
実
で
、
な
か
な
か
そ
こ

ま
で
手
が
回
ら
な
い
の
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
れ
を
見
て
、
思
い
出
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
仙
台
に
住
ん
で
い
た

頃
、
よ
く
梅
の
木
の
枝
を
削
っ
た
お

箸
を
目
に
し
ま
し
た
。
実
の
成
り
を

よ
く
す
る
た
め
に
、
栄
養
を
取
っ
て

し
ま
う
徒
長
枝
（
と
ち
ょ
う
し
）
を

『ハスカップの小枝』
斎 藤 綾 子
さい とう あや こ



幼
児
セ
ン
タ
ー
「
子
育
て
相
談
」

　

幼
児
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地
域
に
お
け
る

子
育
て
支
援
と
し
て
、
入
所
児
保
護
者
は

も
と
よ
り
、
地
域
の
子
育
て
保
護
者
な
ど

に
対
す
る
、
「
子
育
て
な
ど
に
関
す
る
相

談
」
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

・
来
年
度
、
入
所
を
予
定
し
て
い
る
が
不

　

安
が
あ
る

・
子
ど
も
の
食
事
（
好
き
嫌
い
が
激
し
い

　

な
ど
）
に
心
配
が
あ
る

・
自
分
の
思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
と
、
激

　

し
く
暴
れ
て
困
っ
て
い
る

・
周
り
の
同
年
齢
の
子
と
比
べ
る
と
、
体

　

の
発
達
や
言
葉
が
ゆ
っ
く
り
の
よ
う
に

　

感
じ
る

・
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
利
用
の
仕
方

　

が
わ
か
ら
な
い

な
ど
、
子
育
て
に
関
す
る
心
配
や
不
安
の

相
談
、
情
報
の
提
供
を
電
話
･
来
所
ど
ち

ら
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地

域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
『
ま
め
ち
ょ
』

で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
も
、
子
ど
も
に

関
わ
る
こ
と
は
気
に
な
る
も
の
で
す
。

「
こ
ん
な
こ
と
聞
い
て
も
い
い
の
か
な
」

と
思
わ
ず
に
、
ニ
ッ
コ
リ
笑
っ
て
安
心
し

　中川町は、6月30日をもって交通事故死ゼロ1000日を達成することができました。更に昨年
中は人身事故の発生もありませんでした。これもひとえに町民皆さんの日頃からの交通安全意識
の高さの表れかと思います。
　しかし、一歩間違えば死亡事故に繋がりかねない事故は幾度となく発生しています。
　町民一人ひとりが、日頃から交通ルールを守る意識づけを更に強め、次は「2000日達成！！」
を目標に頑張りましょう。

北海道交通安全推進委員会より
中川町地域安全推進協議会に対し
表彰状と楯が贈呈されました。
（右＝会長：川口町長
　左＝副会長：文仙中学校長）

交通事故死ゼロ1000日達成!!交通事故死ゼロ1000日達成!!

て
子
育
て
を
楽
し
む
た
め
に
、
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
･
相
談
先
】

・
幼
児
セ
ン
タ
ー　
　

☎
7
・
2
1
1
8

　

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
（
4
時
以
降
、

　

時
間
外
保
育
時
間
中
も
受
け
付
け
て
い

　

ま
す
）

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
め
ち
ょ

　
　
　
　
　
　
　

（
児
童
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
0
2
2

　

午
前
9
時
15
分
〜
午
後
4
時
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ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

こくほこくほ

学
生
の
方
は

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

30
歳
未
満
の
方
は

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　

国
民
年
金
は
、
老
後
や
も
し

も
の
と
き
に
あ
な
た
の
大
き
な

支
え
と
な
り
ま
す
。
保
険
料
の

納
め
忘
れ
が
続
く
と
、
老
後
に

年
金
が
受
け
取
れ
な
く
な
る
ば

か
り
か
、
納
付
が
遅
れ
る
こ
と

で
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
を
受

け
取
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

も
し
も
の
と
き
に
後
悔
す
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
保
険
料
は
き

ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
（
納
期

は
、
翌
月
末
で
、
2
年
経
過
す

る
と
時
効
に
な
り
納
め
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
）。

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と

き
は
、
国
民
年
金
に
は
、
保
険

料
納
付
の
免
除
や
猶
予
制
度
が

あ
り
ま
す
。
納
付
が
困
難
だ
か

ら
と
い
っ
て
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、

必
ず
役
場
・
年
金
事
務
所
で
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な

と
き
に
利
用
で
き
ま
す
。
申
請

が
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
納
付

の
全
額
ま
た
は
一
部
（
4
分
の

3
、
2
分
の
1
、4
分
の
1
）が

免
除
さ
れ
ま
す
。
保
険
料
免
除

は
、
本
人
と
配
偶
者
、
世
帯
主

の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
で

あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
人
が
30
歳
未
満
の
場
合
に

利
用
で
き
ま
す
。
申
請
が
承
認

さ
れ
る
と
保
険
料
の
全
額
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。
納
付
猶

予
は
、
本
人
と
配
偶
者
の
前
年

所
得
が
一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、

世
帯
主
の
前
年
所
得
に
か
か
わ

ら
ず
承
認
さ
れ
ま
す
。

　

本
人
が
学
生
の
場
合
に
利
用

で
き
ま
す
。
申
請
が
承
認
さ
れ

る
と
保
険
料
の
全
額
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。
学
生
納
付
特

例
は
、
本
人
の
前
年
の
所
得
が

一
定
額
以
下
で
あ
れ
ば
、
配
偶

者
や
世
帯
主
の
前
年
の
所
得
に

か
か
わ
ら
ず
承
認
さ
れ
ま
す
。

　
　

保
険
料
免
除
な
ど
が
承
認

　

さ
れ
た
期
間
は
、
老
後
に
年

　

金
を
受
け
取
る
た
め
の
資
格

　

期
間
に
含
ま
れ
る
だ
け
で
な

　

く
、
万
が
一
の
と
き
に
障
害

　

基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

　

を
受
け
取
る
資
格
期
間
に
も

　

含
ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
失
業

　

し
た
方
は
、
離
職
票
や
失
業

　

保
険
資
格
者
証
な
ど
を
添
付

　

す
れ
ば
、
前
年
の
所
得
に
関

　

係
な
く
免
除
さ
れ
る
特
例
も

　

あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
相

　

談
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

旭
川
年
金
事
務
所

☎
0
1
6
6
・
2
7
・
1
6
1
1

住
民
課
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
4

国
民
年
金
保
険
料
は
遅
れ
ず
に

国
民
年
金
保
険
料
は
遅
れ
ず
に

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

納
付
が
困
難
な
と
き
は

　
「
保
険
料
免
除
制
度
」

国
民
年
金
保
険
料
は
遅
れ
ず
に

　
　
　
　
　
　

き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

　

事
故
や
急
病
で
、
や
む
を
得
ず
保

険
証
を
持
た
ず
に
受
診
し
医
療
費
を

全
額
自
己
負
担
し
た
と
き
な
ど
に
は
、

「
療
養
費
」
と
し
て
払
い
戻
し
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

下
表
の
よ
う
な
と
き
に
は
、
い
っ

た
ん
医
療
費
な
ど
の
全
額
を
病
院
な

ど
に
支
払
っ
た
後
に
、
役
場
に
申
請

す
る
と
、
審
査
で
認
め
ら
れ
た
と
き

に
は
、
保
険
適
用
分
の
7
割
相
当
額

（
義
務
教
育
就
学
前
は
8
割
、
70
歳

以
上
は
9
割
か
ら
7
割
）
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

申
請
に
は
、
印
鑑
、
世
帯
主
名
義

の
預
金
通
帳
ま
た
は
口
座
番
号
の
ほ

か
、
下
表
の
書
類
な
ど
が
必
要
で
す
。

　

医
療
費
な
ど
を
支
払
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
2
年
を
過
ぎ
る
と
療
養
費
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

　
　
　
　
　
　
　

☎
7
･
2
8
1
4

事故や急病でやむを得ず保険証を使わないで
診療を受けたとき

・領収書
・診療内容の明細書

医師が治療上必要と認めたコルセットなどの
補装具を作ったとき

・医師の証明書（意見書）
・領収書と明細書

国保を取り扱っていない柔道整復師の施術を
受けたとき ・施術料金領収明細書

医師が必要と認めた、はり・灸・マッサージ
などの施術を受けたとき

・施術料金領収明細書
・医師の同意書

療養の給付が受けられない輸血の生血を使っ
たとき

・医師の輸血証明書
・領収書

海外で、病気やケガで病院などの治療を受けた
とき（治療目的での渡航は対象になりません）

・領収書
・診療の内容がわかる明細書

項　　　　　目 申請に必要な書類など

医
療
費
を
全
額
自
己
負
担
し
た
と
き
に

医
療
費
を
全
額
自
己
負
担
し
た
と
き
に

申
請
す
る
と
療
養
費
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

申
請
す
る
と
療
養
費
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

医
療
費
を
全
額
自
己
負
担
し
た
と
き
に

医
療
費
を
全
額
自
己
負
担
し
た
と
き
に

申
請
す
る
と
療
養
費
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

申
請
す
る
と
療
養
費
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

医
療
費
を
全
額
自
己
負
担
し
た
と
き
に

申
請
す
る
と
療
養
費
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

13 広報なかがわ
2014（H26）. 9月号



【
今
月
の
テ
ー
マ
】  

大
腸
が
ん
検
診・便
潜
血
に
隠
さ
れ
た
病
気

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　保健師　☎7－2813
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大
腸
が
ん
検
診
は
、
2
日
分
の

便
の
表
面
を
棒
の
よ
う
な
も
の
で

こ
す
り
と
り
、
容
器
に
入
れ
て
提

出
す
る
だ
け
の
簡
単
な
検
査
で
す
。

　

大
腸
に
腫
瘍
や
炎
症
な
ど
の
変

化
が
あ
る
場
合
、
便
が
そ
の
上
を

通
過
す
る
時
に
患
部
か
ら
わ
ず
か

な
が
ら
出
血
し
ま
す
。
こ
の
検
査

は
そ
の
わ
ず
か
な
出
血
の
有
無
を

検
知
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

検
診
で
は
便
に
血
が
混
じ
っ
て

い
た
場
合
、
「
便
潜
血
陽
性
」
と

判
定
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
原
因
ま

で
は
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、
精
密

検
査
（
大
腸
内
視
鏡
検
査
）
に
よ

っ
て
調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
精
密
検
査
結
果
か
ら
見
た
便
潜

血
の
原
因

　

中
川
町
の
大
腸
が
ん
検
診
精
密

検
査
の
受
診
率
は
低
く
、
国
の
目

標
値
下
限
の
70
％
を
下
回
っ
て
い

る
状
況
で
す
。

　

便
潜
血
が
出
て
も
、
大
腸
内
視

鏡
検
査
は
肛
門
か
ら
腸
へ
カ
メ
ラ

を
入
れ
る
検
査
の
た
め
抵
抗
も
あ

り
、
「
検
診
時
は
お
な
か
の
調
子

が
よ
く
な
か
っ
た
だ
け
」
「
も
と

も
と
痔
を
も
っ
て
い
る
か
ら
」
な

ど
自
己
判
断
で
大
丈
夫
、
と
放
っ

て
お
き
が
ち
で
す
。

　

し
か
し
、
過
去
3
年
間
の
中
川

町
大
腸
が
ん
検
診
精
密
検
査
受
診

者
62
名
の
結
果
内
訳
（
表
）
を
見

る
と
、
便
潜
血
の
あ
っ
た
方
の
約

7
割
に
、
何
ら
か
の
疾
患
が
見
つ

か
っ
て
い
ま
し
た
。

◇
大
腸
ポ
リ
ー
プ
（
40
％
）

　

最
も
多
か
っ
た
所
見
で
す
。

　

大
腸
ポ
リ
ー
プ
自
体
は
、
ほ
と

ん
ど
が
良
性
疾
患
で
す
が
、
が
ん

と
の
区
別
が
つ
き
に
く
い
も
の
が

あ
り
、
細
胞
を
と
っ
て
良
性
か
悪

性
か
を
調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
良
性
で
も
、
数
が
増
え

た
り
徐
々
に
大
き
く
な
っ
て
便
通

を
悪
く
し
た
り
、
一
部
は
が
ん
化

す
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、
1
〜
2

年
ご
と
に
内
視
鏡
で
経
過
を
見
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

◇
大
腸
憩
室
（
14
％
）

　

ポ
リ
ー
プ
に
次
い
で
多
く
見
ら

れ
た
所
見
で
す
。

　

大
腸
憩
室
は
便
秘
な
ど
で
腸
の

内
圧
が
高
く
な
り
、
大
腸
の
壁
の

弱
い
と
こ
ろ
が
外
側
に
袋
状
に
飛

び
だ
し
た
も
の
で
、
内
視
鏡
で
腸

内
か
ら
見
る
と
く
ぼ
み
の
よ
う
に

見
え
ま
す
。
症
状
は
な
く
治
療
も

必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
、
く
ぼ
み
に

便
や
細
菌
が
入
っ
て
炎
症
を
起
こ

す
と
出
血
や
腹
痛
、
裂
孔
を
起
こ

し
ま
す
。
50
歳
こ
ろ
か
ら
憩
室
を

持
つ
人
が
増
え
て
き
ま
す
。
便
秘

予
防
が
大
切
で
す
。

◇
痔
疾
患
（
12
％
）

　

便
秘
や
ス
ト
レ
ス
、
食
事
の
刺

激
な
ど
で
肛
門
の
周
辺
の
静
脈
に

負
担
が
か
か
り
、
痔
が
で
き
ま
す
。

排
便
の
力
み
で
切
れ
た
り
、
便
が

こ
す
れ
る
こ
と
で
出
血
し
ま
す
。

生
活
習
慣
を
整
え
る
こ
と
で
改
善

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
我
慢

し
て
悪
化
す
る
と
外
科
的
手
術
が

必
要
で
す
。

◇
大
腸
が
ん
（
4
％
）

　

過
去
10
年
の
町
の
各
種
が
ん
検

診
の
中
で
最
も
多
く
発
見
さ
れ
て

い
る
が
ん
は
、
大
腸
が
ん
で
す
。

　

「
が
ん
の
疑
い
」
を
含
め
る
と
、

毎
年
の
よ
う
に
発
見
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

い
ず
れ
も
早
期
が
ん
で
、
治
療

に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
便
潜
血
は
様
々

な
大
腸
の
疾
患
の
兆
候
で
あ
り
、

放
っ
て
お
く
と
便
が
つ
ま
っ
て
炎

症
や
閉
塞
を
起
こ
し
、
手
術
が
必

要
に
な
る
な
ど
大
腸
の
機
能
を
損

な
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

き
ち
ん
と
大
腸
内
視
鏡
検
査
を

受
け
て
、
状
態
を
確
認
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

中
川
町
立
診
療
所
で
は
、
今
年

度
、
胃
と
大
腸
の
内
視
鏡
を
導
入

し
ま
す
の
で
、
町
内
で
の
精
密
検

査
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、回
覧
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

まだ大腸がん検診を受けていない方へ：大腸がん検診は、11月1日（土）に保健センターで実施します。35歳以上が
対象です。お申込みは住民課幸福推進室までお願いします。

粘膜が柔らかく、
腸壁もつるつる！

ポリープとがんは区別がつきにくいものがある くぼみに見える

正常の粘膜 大腸ポリープ 大腸がん 大腸憩室

大腸ポリープ
40％

大腸ポリープ
40％

異常なし
27％
異常なし
27％

その他 3％その他 3％

〔表〕平成23～25年度中川町大腸がん検診
　　精密検査結果の内訳（受診者62名中）
〔表〕平成23～25年度中川町大腸がん検診
　　精密検査結果の内訳（受診者62名中）

がん（疑い含む）
4％

がん（疑い含む）
4％

大腸憩室
14％
大腸憩室
14％

痔疾患
12％
痔疾患
12％



食
べ
る
こ
と

育
つ
こ
と

「
食
」に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

食
育
通
信

食
育
通
信

食
育
通
信

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　栄養士　☎7－2813

　

秋
は
北
海
道
産
の
農
作
物
の

収
穫
も
最
盛
期
を
迎
え
る
時
期

で
す
。

　

特
に
野
菜
は
、
店
頭
の
価
格

も
下
が
っ
て
手
に
入
り
や
す
く

な
り
、
1
日
に
必
要
と
さ
れ
る

量
（
3
5
0
グ
ラ
ム
）
も
摂
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

中
川
町
で
も
白
菜
、
キ
ャ
ベ

ツ
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
と
う
も
ろ
こ

し
な
ど
、
美
味
し
い
野
菜
が
た

く
さ
ん
収
穫
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

健
康
の
維
持
・
増
進
に
必
要

と
さ
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ

ル
、
食
物
繊
維
が
豊
富
な
野
菜

で
す
が
、
そ
の
中
に
は
、
か
ぼ

ち
ゃ
や
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
、

糖
質
を
多
く
含
む
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ら
は
一
度
に
た
く

さ
ん
食
べ
る
と
血
糖
値
の
急
上

昇
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
月
は
、
先
月
に
引

き
続
き
、
中
川
町
の
高
血
糖
の

方
が
多
い
実
態
が
あ
る
事
を
踏

ま
え
、
高
血
糖
の
予
防
・
改
善

の
た
め
に
、
食
べ
る
量
に
注
意

し
た
い
野
菜
を
紹
介
し
ま
す
。

　

食
品
の
中
で
は
、
主
に
主
食

と
な
る
ご
は
ん
や
パ
ン
、
麺
類

の
ほ
か
、
い
も
類
、
果
物
、
お

菓
子
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
て
い

る
糖
質
で
す
が
、
野
菜
の
中
に

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

特
に
か
ぼ
ち
ゃ
や
と
う
も
ろ

こ
し
に
多
く
、
1
0
0
グ
ラ
ム

で
比
べ
る
と
、
他
の
野
菜
よ
り

も
主
食
の
ご
は
ん
の
糖
質
量
に

近
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
食
べ
た
時
は
ご
は

ん
等
の
主
食
の
量
を
減
ら
す
な

ど
の
調
節
が
必
要
で
す
。

　
　
　
　

（
左
図
表
①
参
照
）

　

高
血
糖
予
防
の
た
め
に
は
、

主
食
量
に
影
響
し
な
い
量
を
目

安
に
食
べ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。　
　
　

　

1
日
に
、
野
菜
と
し
て
ど
ち

ら
か
1
0
0
グ
ラ
ム
の
量
が
基

準
量
で
す
。

野
菜
に
含
ま
れ
る

　
　
　
　

糖
質
量
の
比
較

か
ぼ
ち
ゃ
と
と
う
も
ろ
こ
し

の
1
日
の
基
準
量
に
つ
い
て

か
ぼ
ち
ゃ・と
う
も
ろ
こ
し

の
栄
養
に
つ
い
て

　

か
ぼ
ち
ゃ
に
は
、
目
や
粘
膜

の
健
康
や
免
疫
力
の
維
持
に
必

要
な
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
、
鉄
の
吸
収

促
進
や
コ
ラ
ー
ゲ
ン
の
生
成
に

必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
、
血
行
を

良
く
す
る
働
き
を
す
る
ビ
タ
ミ

ン
Ｅ
が
豊
富
に
含
ま
れ
1
0
0

グ
ラ
ム
で
1
日
に
必
要
な
量
の

半
分
の
量
を
摂
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

と
う
も
ろ
こ
し
に
は
、
新
陳

代
謝
や
成
長
に
関
わ
り
、
新
し

い
細
胞
や
血
液
を
作
る
た
め
に

必
要
な
葉
酸
が
豊
富
に
含
ま
れ
、

1
0
0
グ
ラ
ム
で
1
日
に
必
要

な
量
の
半
分
の
量
を
摂
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

高
血
糖
予
防
の
食
生
活
に
つ
い
て

（
か
ぼ
ち
ゃ・
と
う
も
ろ
こ
し
編
）
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かぼちゃ

とうもろこし（1/4本分）

人参（小1本）

玉葱（1/2個）

ミニトマト（小8個）

キャベツ（外葉2枚程度）

トマト（1/2個）

白菜

90kcal

100kcal

37kcal

37kcal

30kcal

20kcal

19kcal

14kcal

167kcal

21.3ｇ

18.6ｇ

9.0ｇ

8.8ｇ

7.2ｇ

5.2ｇ

4.7ｇ

3.2ｇ

36.4gごはん（白米）※

※コンビニのおにぎり1個のごはん量（100g）

かぼちゃ　

とうもろこし  1/4本

100ｇ

100ｇ

※どちらか1種類

かぼちゃ・とうもろこしの
1日の基準量

野菜に含まれる糖質量の比較
【100ｇ当たり】

主食（ごはん）との比較

表①

食　品　名 エネルギー量 糖質量

野菜と
いうより
主食に
近い！



　

1
1
0
番
は
、
事
件
や
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
と
き
に
警
察
へ
緊
急
通

報
を
す
る
た
め
の
電
話
で
す
。
こ
ち
ら
か
ら
必
要
な
事
項
を
質
問
す
る
の

で
、
慌
て
ず
落
ち
着
い
て
正
し
く
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　

携
帯
電
話
の
場
合
、
移
動
し
て
い
る
と
途
切
れ
た
り
、
車
を
運
転
し
な

が
ら
通
話
す
る
こ
と
は
法
令
違
反
に
な
り
ま
す
。
必
ず
安
全
な
場
所
に
停

止
し
て
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
警
察
官
が
早
く
現
場
に
到
着
で
き
る
よ
う
、
そ
の
場
所
の
住
所

や
付
近
の
目
標
と
な
る
建
物
な
ど
を
正
し
く
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

聴
覚
障
害
者
等
メ
ー
ル
1
1
0
番
は
、
耳
や
言
葉
の
不
自
由
な
方
が
携

帯
電
話
の
Ｅ
メ
ー
ル
機
能
を
利
用
し
て
緊
急
通
報
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

通
報
す
る
と
き
に
は
「
事
件
・
事
故
の
内
容
」
の
ほ
か
、
「
詳
し
い
場
所

や
目
標
物
」
及
び
「
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
」
を
正
し
く
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

美
深
警
察
署　

☎
2
・
1
1
1
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
駐
在
所　

☎
7
・
2
0
1
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
久
駐
在
所　

☎
8
・
5
0
7
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　

警
察
相
談
電
話　

☎
＃
9
1
1
0

駐 在 所

緊
急
は
1
1
0
番

緊
急
は
1
1
0
番

　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

相
談
は
＃
9
1
1
0

　

相
談
は
＃
9
1
1
0

緊
急
は
1
1
0
番

　
　
　
　
　
　

相
談
は
＃
9
1
1
0

　

警
察
で
は
、
身
の
回
り
に
お
け
る
出
来
事
で
、
生
活
の
安
全
等
に
関
す

る
幅
広
い
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
警
察
業
務
に
つ
い
て
の
要
望
・
意
見
、
苦
情
も
受
け
て
お
り
ま

す
。
警
察
相
談
電
話
＃
9
1
1
0
ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署
や
駐
在
所
へ

お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

9
月
9
月
11
日
は「
警
察
相
談
の
日
」で
す

日
は「
警
察
相
談
の
日
」で
す

9
月
11
日
は「
警
察
相
談
の
日
」で
す

ご長寿さん
まちの
ご長寿さん
まちの
ご長寿さん
まちの

中山武雄さん（88歳）川本文明さん（77歳） 乾　與一さん（77歳）

遠藤文子さん（77歳）

佐藤淑子さん（77歳）

野村光子さん（77歳）
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米寿おめでとう
ございます喜寿おめでとうございます



あ
り
が
と
う　
　
　

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄
付

•
父
（
榮
藏
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　
　

赤
塚　

敬
明　

様

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄
贈

　

季
節
の
も
の
を
含
め
て
次
の
方
よ

り
「
志
」

　
　
　
　
　
　
　

新
明　

忠
正　

様

　
　
　
　
　
　
　

鎌
塚
ふ
み
ゑ　

様

　
　
　
　
　
　
　

山
田
由
紀
子　

様

　
　
　
　
　
　
　

千
葉
冨
士
夫　

様

　
　
　
　
　
　
　

赤
塚　

敬
明　

様

　
　
　
　
　
　
　

野
々
村
孝
子　

様

　
　
　
　
　
　
　

石
垣　

弘
子　

様

　
　
　
　
　
　
　

匿
名
（
1
名
）
様

　
　
　

手
芸
サ
ー
ク
ル
手
仕
事　

様
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火災・救急出動件数

火災出動　0件
救急出動　41件

平成26年7月31日現在

中
川
消
防
支
署
か
ら

中
川
消
防
支
署
か
ら

　

7
月
18
日
に
北
海
道
消
防
学
校
（
江
別
市
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

「
北
海
道
消
防
操
法
訓
練
大
会
」
に
上
川
地
区
代
表
と
し
て
中
川
消

防
団
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

出
場
消
防
団
中
6
位
と
健
闘
し
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
目
標
と

し
て
い
ま
し
た
優
勝
に
は
あ
と
一
歩
届
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
訓
練
時
か
ら
応
援
し
て
い
た
だ
き
改
め
て
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。中

川
消
防
支
署
へ
の
ご
相
談
、お
問
い
合
わ
せ
は
☎
7
・
2
1
1
9
番
ま
で

北
海
道
消
防
操
法
訓
練
大
会
出
場

北
海
道
消
防
操
法
訓
練
大
会
出
場

7月22日●生涯学習センター連絡会議
　　　　●農 業 委 員 会 総 会
　　　　●教　育　委　員　会　議
7月24日●経 済 常 任 委 員 会
7月25日●総 務 常 任 委 員 会

議会・
各種委員会の
開催状況

中
川　

大
工
繁
美　

様
（
92
歳
）

中
川　

赤
塚
榮
藏　

様
（
90
歳
）

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

優　勝　平取消防団
準優勝　白糠消防団
優良賞　鹿追消防団
　〃　　北斗消防団

北海道消防操法訓練大会結果

（
左
か
ら
）

指
揮
者　

佐
々
木
部
長
（
平
和
ハ
イ
ヤ
ー
）

1
番
員　

松
田
団
員
（
中
川
町
役
場
）

2
番
員　

椿
本
団
員
（
北
大
天
塩
研
究
林
）

3
番
員　

荒
屋
敷
団
員
（
名
寄
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）

4
番
員　

植
村
団
員
（
中
川
阿
部
建
設
）

補
助
員　

若
山
団
員
（
匠
舎
）

　
　
　
　

吉
川
団
長

9
月
9
日
は
救
急
の
日
！

救
命
講
習
を
受
講
し
ま
し
ょ
う



公民館図書室公民館図書室
のの

新着図書新着図書新着図書

　

日
頃
の
で
き
ご
と
や
風
景
・
季
節
に
感
じ
た
こ

と
思
っ
た
こ
と
を
短
歌
で
一
首
ま
た
は
、
俳
句
で

一
句
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

短
歌
や
俳
句
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

 

短
歌
同
好
会　

俳
句
紫
苑
会　

　
　

   

連
絡
先（
ど
ち
ら
も
）古
市
和
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

☎
7
・
2
8
5
0

●
月
刊
会
報
「
ま
ほ
ろ
ば
」
を
ご
希
望
の
方
は
、

　

年
会
費
5
0
0
円
の
購
読
会
員
制
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
、
事
務
局
（
古
市
和
子
さ
ん

　

☎
7
・
2
8
5
0
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

し
お
ん

〔
短　

歌
〕　

今
月
の
お
題
「
住
」
ま
た
は
自
由
詠

幾
年
も
楽
し
み
き
た
る
北
こ
ぶ
し
家
主
の
転
居
後
無
く
な
り
て
お
り　
　
　
　
　
　
　

鎌
田　

陽
子

ド
ク
ダ
ミ
の
花
白
じ
ろ
と
昏
れ
な
ず
む
わ
が
古
屋
に
わ
が
古
庭
に　
　
　
　
　
　
　
　

小
林　

淑
子

若
き
日
に
暮
せ
し
町
を
訪
へ
ど
見
慣
れ
し
家
も
知
る
人
も
な
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

缶
ビ
ー
ル
飲
み
干
し
眠
る
男
達
を
乗
せ
て
「
宗
谷
」
は
北
へ
と
走
る　
　
　
　
　
　
　

山
内　

智
子

青
鷺
の
住
居
ひ
と
際
高
き
よ
り
潜
望
鏡
の
ご
と
く
見
わ
た
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
内
美
津
枝

こ
の
夏
も
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
を
送
ろ
う
と
住
所
録
チ
ェ
ッ
ク
予
算
も
チ
ェ
ッ
ク　
　
　
　

ふ
る
さ
と
便

ド
ク
ダ
ミ
の
白
い
小
花
が
咲
き
始
め
わ
が
庭
は
も
う
す
で
に
ジ
ャ
ン
グ
ル　
　
　
　
　

雑
草
園
主

離
農
あ
と
の
草
地
埋
め
る
エ
ゾ
カ
ン
ゾ
ウ
こ
こ
に
住
ま
い
し
人
ら
に
捧
げ
ん　
　
　
　

宿
根
草

〔
俳　

句
〕

渡
り
来
て
軒
に
巢
な
し
の
燕
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

廣

雲
低
き
谷
埋
め
つ
く
し
蕎
麦
の
花　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸山川詳説世界史図録・日本史図録
　　　　　　　　　山川出版社

満鉄と満州帝国の幻影
　　　　　　　　　綜合ムック

子どもを病気にする親・
健康にする親
　　　　　　　　 内海　聡 著

スマホは買ったままで使うな
　　　　　　アスペクトムック

少年スポーツダメな指導者バカな親
　　　　　　　　　永井洋一 著

あ～るママの子どもに作ってあげたいお弁当
　　　　　　　　あ～るママ 著

おいしいピッツァ生地が
作りたい、とおもったら
　　　　　　　 宇田川裕美 著

ブランジュリタケウチどこにも
ないホームベーカリーレシピ
　　　　　　　　　竹内久典 著

育てて味わうはじめてのベリー
　　　　　　　　　家の光協会

アクアマリンの神殿
　　　　　　　　　海堂　尊 著

アンダーカバー
　　　　　　　 　真保裕一 著

山女日記
　　　　　　　　　湊かなえ 著

小学生の自由研究パーフェクト
1・2年生／3・4年生／5・6年生
　　　　　　　　　成美堂出版

世界のチョウ
　　　　　　　　　今森光彦 著

思い出のマーニー
上・下（岩波少年文庫）
　ジョーン・G・ロビンソン 著

うみの100かいだてのいえ
　　　　　　　いわいとしお 著

ちいさなちいさなまほうのおしろ
　　　　　さかいさちえ 作・絵
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【
と　

き
】
9
月
28
日（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
8
時
30
分　

丸
太
押
し
相
撲
大
会
開
始

　
　
　
　
　

午
前
11
時　
　
　

秋
味
ま
つ
り
開
始

【
と
こ
ろ
】
中
川
町
天
塩
川
河
川
敷
イ
ベ
ン
ト
広
場

　

中
川
町
、
秋
の
大
イ
ベ
ン
ト
「
第
32
回
な
か
が
わ
秋
味

ま
つ
り
・
第
26
回
北
海
道
丸
太
押
し
相
撲
大
会
」
を
9
月

28
日
に
開
催
し
ま
す
。

　

毎
年
恒
例
の
大
人
気
企
画
「
鮭
の
つ
か
み
取
り
」
や
秋

の
味
覚
「
中
川
町
産
野
菜
の
詰
め
放
題
」
「
長
野
県
中
川

村
物
産
」
「
激
走
！！
三
輪
車
ば
ん
ば
レ
ー
ス
！！
」
な
ど
の

ほ
か
、
今
年
は
、
上
川
北
部
の
か
わ
い
い
ゆ
る
き
ゃ
ら
が

集
ま
り
、
ゆ
る
き
ゃ
ら
と
の
ゲ
ー
ム
企
画
も
行
う
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
楽
し
い
企
画
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
勝
負
師
の
„
力
と
力
“
の
ぶ
つ
か
り
合
い
！！

　

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！！

受験種目

自衛官などを募集します

【問い合わせ先】自衛隊旭川地方協力本部名寄出張所　☎01654－2－3921

応募資格

受付期間

試 験 日

防衛大学校学生
（一般・前期）

自衛官候補生
（男子）

防衛医科大学校
医学科学生

防衛医科大学校
看護学科学生

18歳以上27歳未満
（採用予定月の１日
現在）

平成27年４月１日現在、18歳以上21歳未満
（高卒見込みを含みます）

11月８・９日受付時にお知らせし
ます。

年間を通じて行って
います（９月25日試
験の受付は９月９日
まで）

11月１・２日 10月18日

９月５日～９月30日

お 知 ら せ
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『第32回なかがわ秋味まつり
　　第26回北海道丸太押し相撲大会』 に行こう！

●お問い合わせ
　中川町観光協会
　　　　☎7－2117



7月の入札・見積り合わせ契約結果
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平成26年度
中川町立診療所
光学検査機器購入

工事・業務名
入札・見積り合わせ結果

第1回
契約金額（円） 落札率 工事などの概要 期　　間

入札・見積り合わせ
参加業者

（※落札業者）

工事延長　L=280m
車道幅員　W=3.5m
ボックスカルバート1箇所

町有林6.14haの掻き起し

光学検査器購入
　胃内視鏡（経口・経鼻）
　大腸内視鏡

血液分析器購入
（富士ドライケムNX500）

診察券発行機器購入

19,116,000

2,484,000

997,920

17,388,000

939,600

予定価格（円）

93.2％

85.2％

94.9％

97.9％

100.0％

平成26年度
中川町立診療所
診察券発行機器購入

平成26年度
中川町立診療所
血液分析器購入

森林環境保全
直接支援事業
平成26年度　
町有林掻き起し工事

林業専用道豊里誉線
開設事業

17,700,000

19,500,000

19,900,000

2,300,000

2,790,000

2,900,000

924,000

16,100,000

16,200,000

16,270,000

16,280,000

16,300,000

第2回

着工　平成26年7月10日

竣工　平成26年7月31日

納入期限
　　　平成26年8月31日

納入期限
　　　平成26年8月31日

納入期限
　　　平成26年8月31日

着工　平成26年7月10日

竣工　平成26年11月10日

20,520,000

2,916,000

1,051,920

17,766,000

939,600

※㈱ムトウ名士支店

㈱常光旭川支店

㈱竹山道北支店

※㈱ムトウ名士支店

㈱常光旭川支店

㈱竹山道北支店

※㈱常光旭川支店

※㈱中川阿部建設

㈱佐藤工建

㈱常盤天塩川建設

植村技建㈲

㈲佐藤組

※遠藤工業㈲

中川町森林協同組合

天塩川工業㈱

上川北部森林組合中川支所

地方自治法施行令
第167条の2第1項第8号

税関では戦後、海外から引き揚げて来られた方々からお預かり致しました、約87万件の下記のよ
うな未返還の保管証券類をお返ししております。

返還の請求はご本人だけでなくご家族の方々でも構いません。『もしかしたら家にも…』とお気
付きの方は、お気軽に最寄の税関までお問い合わせ下さい。

【保管証券類とは…】
　税関が保管している通貨・証券類には、携帯輸入が禁止された一定額を越えたものについて上陸港で引
　揚者から税関が預かった『上陸港扱いの保管物件』。外地からの引き揚げの際、在外公館又は日本人自
　治会へ寄託され、最終的に税関に移管された『外地扱いの保管物件』があります。

●終戦後、海外から引き揚げて来られた方々が、上陸地の税関・海運局に預けられた通貨・証券。

●帰国前に樺太（真岡、大泊、豊栄、留多加など）、満州（瀋陽、吉林、撫順、鞍山など）にあ
　った在外公館、日本人自治会に預けられた通貨・証券等のうち日本に返還されたもの。

まおか おおどまり とよさかえ る　た　か しんよう きつりん ぶじゅん あんざん

税関で保管している紙幣

■お問い合わせ先　
　函館税関監視部統括監視官部門　
　　〒040－8561  函館市海岸町24番4号函館港湾合同庁舎
　　☎0138－40－4244
　稚内税関支署
　　〒097－0001  稚内市末広5丁目6番1号
　　☎0162－33－1075
　函館税関ホームページ　http://www.customs.go.jp/hakodate

戦後海外から引き揚げて来られた方々へ戦後海外から引き揚げて来られた方々へ



648,000

720,000

740,000

860,000

11,950,000

12,100,000

12,120,000

12,300,000

2,140,000

36,000,000

36,100,000

36,200,000

17,900,000

17,950,000

17,980,000

9,180,000

9,200,000

9,250,000

9,300,000

15,600,000

15,650,000

15,680,000

15,700,000

2,560,000

2,600,000

2,650,000

1,200,000

1,260,000

3,600,000

問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2819

平成26年度
町有林保育管理
委託業務

平成26年度
中川町生涯学習センター
外構工事（2工区）

工事・業務名
入札・見積り合わせ結果

第1回
契約金額（円） 落札率 工事などの概要 期　　間

入札・見積り合わせ
参加業者

（※落札業者）

往診車両購入
（FITハイブリッド4WD）

外構整備一式

外構整備一式

外壁張替3棟6戸一式

町有林広葉樹林の
野鼠被害防除
町有林植栽木に対する
根踏み

町有林24か所の立木調査

測量　山腹工測量1.50ha
設計　山腹工設計1件
解析　地すべり現況調査
調査　調査ボーリング3孔

699,840

1,263,600

12,906,000

2,140,000

38,880,000

19,332,000

9,914,400

16,848,000

2,764,800

1,296,000

1,360,800

3,888,000

予定価格（円）

85.3％

100.0％

93.9％

96.0％

99.0％

98.8％

98.4％

97.2％

93.4％

95.7％

97.0％

95.7％

平成26年災
町道板谷志見山線
地すべり調査解析設計
委託業務

平成26年度
町有林立木調査
委託業務

平成26年度
中央団地公営住宅
（6～8号棟）
外壁張替工事

平成26年度
中川町生涯学習センター
外構工事（1工区）

平成26年度
中川町立診療所
往診車両購入

第2回

着工　平成26年7月31日

着工　平成26年7月31日

竣工　平成26年11月28日

着工　平成26年7月31日

竣工　平成26年10月31日

着工　平成26年8月1日

竣工　平成26年10月31日

平成25年度
こまどり団地公営住宅
（6号棟）
外壁改修工事

外壁改修1棟8戸一式

着手　平成26年7月31日

完了　平成26年12月19日

着工　平成26年8月7日

竣工　平成26年12月19日

着工　平成26年7月31日

竣工　平成26年9月30日

着手　平成26年8月6日

完了　平成26年12月18日

平成26年度
琴平バイパス線支障物件
調査委託業務

支障物件調査1式
立木補償調査1式

平成26年度
地上デジタル放送再送信
設備工事

平成26年度
中央団地公営住宅
（1・2号棟）
屋根葺替工事

平成26年度
生涯学習センター
無線ＬＡＮ
環境整備委託業務

テレビ北海道
受信装置一式

屋根葺替2棟4戸一式

センター内無線LAN
整備一式
OA環境整備一式

竣工　平成26年11月28日

着工　平成26年7月10日

完了　平成27年3月31日

着手　平成26年7月10日

完了　平成27年3月31日

着手　平成26年7月14日

完了　平成26年11月27日

納入期限
　　　平成26年9月12日

820,800

1,263,600

13,748,400

2,230,000

39,279,600

19,558,800

10,074,240

17,334,000

2,959,200

1,354,320

1,402,920

4,060,800
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※上川北部森林組合中川支所

遠藤工業㈲

中川町森林協同組合

天塩川工業㈱

※遠藤工業㈲

上川北部森林組合中川支所

※明治コンサルタント㈱

和光技研㈱

旭川設計測量㈱

㈱フェイス技研

※㈱ホンダ四輪販売北海道

※㈱常盤天塩川建設

㈱中川阿部建設

㈱佐藤工建

※㈱吉川組

植村技建㈲

㈲佐藤組

※天塩川工業㈱

㈲大須賀工務店

㈱吉川組

㈲佐藤組

※㈲大須賀工務店

天塩川工業㈱

㈱吉川組

㈲佐藤組

※㈱ズコーシャ札幌支社

㈱三洋コンサルタント

和光技研㈱

※小川板金工業

㈱ＨＤＣ

※東日本電信電話㈱ビジネス
＆オフィス営業推進本部
北海道法人営業部

地方自治法施行令
第167条の2第1項第8号



　今年の中川まつりで
は、10数年ぶりにポン
ピラ100人踊りが披露
されました。
　100人には満たなか
ったものの、多くの町
民が参加し、練習をか
さねた踊りを披露して
いました。

〒098-2892  北海道中川郡中川町字中川337番地　☎（01656）7－2811
中川町HPアドレス  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp
中川町携帯用サイト  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp/i
　　　　　　　　　　　　　　（NTTドコモの「i-mode公式メニュー」からもごらんになれます。）
E-mailアドレス  nakagawa@hokkai.or.jp

携帯用サイトアドレスが二次元バーコードで簡単入力可能
（ご使用にあたっては、携帯の取扱説明書をごらんください）

町の人口
（7月31日現在）

人　　口

男

女

世 帯 数

1,728人（－4）

881人（－2）

847人（－2）

869戸（±0）

発行　中川町　　編集　総務課総務町政室　　印刷　国　境

（　）は前月末との差を示します。

この広報紙は道産間伐材を使用しています。

7月15日に佐久神社例大祭、仁尾神社例大祭が行われました。
佐久神社では佐久地区から安川三地区まで神輿行列が練り歩き、
夜は公民館で出店やカラオケ大会で盛り上がりました。


